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○ し ん ご う 保 育 園263

ぼ く と わ た し の 絵

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
と
お
兄
ち
ゃ

ん
と
ぼ
く
と
長
い
剣
で
遊
ん
だ
よ
。

ぼ
く
の
大
好
き
な
剣
！！
皆
、
ぼ
く
と

一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

福
田
　
　
愁
く
ん（
も
も
組
）

弟
の
こ
は
く
と
一
緒
に
砂
場
で
遊
ん

だ
よ
。
姉
弟
仲
良
く
こ
れ
か
ら
も

遊
ぼ
う
ね
。
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た

ら
お
世
話
も
頑
張
る
よ
。

櫻
井
　
雅
美
さ
ん
（
も
も
組
）

し
ょ
う

ふ
く
だ

み
や
び

さく
ら
い

杉
　
林
　
利
　
音
く
ん

Ｈ
26
・
10
・
９
生

（
地
区
）
小
坂

（
パ
パ
）
智
樹

（
マ
マ
）
真
由
美

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
っ
ぱ
い

食
べ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
。

す
ぎ

ば
や
し

り
お
と

ガ
ー
ネ
ッ
ト（
柘
榴
石
）

̶
 友
情
・
忠
実
 ̶

1
月

男
　
1,
30
6人
（
－
２
人
）

女
　
1,
37
1人
（
－
１
人
）

計
　
2,
67
7人
（
－
３
人
）

世
帯
数
94
3世
帯（
±
０
世
帯
）

（
平
成
27
年
11
月
末
現
在
）

む
つ
き

Ja
nu
ar
y

睦
 月

人
の
動
き

む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
28
年

誕
生
石

燃
え
る
ご
み
収
集
日
　
新
郷
村
全
域
　
月
曜
日
・
木
曜
日
（
祭
日
も
収
集
し
ま
す
）

家
庭
ご
み
は
収
集
日
の
朝
に
出
し
て
下
さ
い
。
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
を

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

村
民
相
談
日
　
毎
週
月
・
木
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
（
場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
祝
祭
日
の
場
合
は
曜
日
変
更
あ
り
）

２
０
１
６
年
１
月

行
　
　
事
　
　
等

備
　
　
　
考

日
曜

１
金
元
旦

４
月
官
庁
仕
事
始
め

新
郷
温
泉
館
休
館
日

５
火
特
定
健
診

７
木
特
定
健
診（
～
８
日
）

８
金
資
源
ご
み（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

10
日
新
郷
村
消
防
団
出
初
式

11
月
成
人
の
日

12
火
特
定
健
診

13
水
障
が
い
者
相
談
日

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
午
前
10
時
～
正
午

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
相
談
室
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

14
木
特
定
健
診（
～
15
日
）

15
金
資
源
ご
み（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）収
集
日

村
小
・
中
学
校
３
学
期
始
業
式

18
月
行
政
相
談（
村
民
相
談
と
共
催
）

19
火
特
定
健
診

21
木
特
定
健
診（
～
22
日
）

22
金
資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

23
土
新
春
の
集
い

26
火
特
定
健
診

28
木
特
定
健
診（
～
29
日
）

乳
児
、
１
歳
６
ヵ
月
児
、
２
歳
児
健
診

29
金
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

村
小
・
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

み
ん
な
で
支
え
る
国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

こ
の
広
報
紙
は
地
産
地
消
・
輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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11月14日  はるばる鹿児島から16頭の子牛が到着。
今日から愛情をたっぷり注いで育てます。

11月14日  はるばる鹿児島から16頭の子牛が到着。
今日から愛情をたっぷり注いで育てます。
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青森県・函館観光キャンペーン交通事故ゼロの村をめざして交通事故ゼロの村をめざしてしんごう保育園園児から 村制施行60周年を記念し

３　広報しんごう　H27・12

青森市で開催された表彰式で表彰される
㈱村下建設工業の村下政拓常務取締役（右）

県選挙管理委員会委員長から総務大臣感謝状を
伝達された村選挙管理委員の佐藤忠志さん

　12
月
４
日
に
青
森
市
で
開
催
さ

れ
た「
青
森
県
道
路
愛
護
等
功
労

者
表
彰
式
」で
、
本
村
の
村
下
建

設
工
業
が「
青
森
県
道
路
利
用
者

会
議
会
長
表
彰
」を
受
賞
し
ま
し

た
。　同

社
は
平
成
25
年
か
ら
３
年
間
、

し
ん
ご
う
保
育
園
前
の
道
路
清
掃

を
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
環
境
美

化
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

表
彰
式
に
は
村
下
政
拓
常
務
取
締

役
が
出
席
し
、
工
藤
祐
直
会
長
か

ら
表
彰
状
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　多
年
に
わ
た
り
選
挙
の
管
理
執

行
と
明
る
い
選
挙
の
推
進
に
精
励

し
た
と
し
て
村
選
挙
管
理
委
員
の

佐
藤
忠
志
さ
ん（
堂
ヶ
前
）に
、
総

務
大
臣
か
ら
11
月
３
日
付
け
で
感

謝
状
が
贈
ら
れ
、
12
月
４
日
、
青

森
県
庁
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　佐

藤
さ
ん
は
、
平
成
８
年
か
ら

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
を
務
め
て

お
ら
れ
ま
す
。

㈱
村
下
建
設
工
業
「
県
道
路
利
用
者
会
議
会
長
表
彰
」受
賞

佐
藤
忠
志
選
管
委
員

総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
授
与

村制施行60周年を記念し、11月５日の学校給食に出された焼きのり手作りカレンダーのプレゼントに訪れたしんごう保育園の園児

　11
月
５
日
、
村
制
施
行
60
周
年

記
念
式
典
が
本
村
の
美
郷
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
日
の
学

校
給
食
に「
新
郷
村
60
周
年
お
め

で
と
う
」の
文
字
が
入
っ
た
焼
き

の
り
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　焼
き
の
り
の
袋
に
は
本
村
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
新
く

ん
」と「
郷
ち
ゃ
ん
」が
描
か
れ
て

お
り
、
児
童
生
徒
も
大
喜
び
！

　本
村
の
学
校
給
食
の
献
立
を
任

さ
れ
て
い
る
北
向
良
太
臨
時
学
校

栄
養
職
員
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
す
。

　勤
労
感
謝
の
日
に
ち
な
み
、
11

月
20
日
、
し
ん
ご
う
保
育
園
の
園

児
13
人
が
役
場
を
徒
歩
で
訪
れ
、

横
田
副
村
長
に
来
年
の
手
作
り
カ

レ
ン
ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。　横

田
副
村
長
は
、「
カ
レ
ン
ダ
ー

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
カ
ゼ
を
引
か
な
い
よ
う
、

元
気
に
保
育
園
に
通
っ
て
く
だ
さ

い
」と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

美郷館で行われた定住促進住宅抽選会の様子

　人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て

村
が
進
め
る
定
住
促
進
住
宅
入
居

者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
募
集
棟

数
５
棟
に
対
し
10
世
帯
の
申
し
込

み
が
あ
り
、
11
月
27
日
、
美
郷
館

で
入
居
者
を
決
定
す
る
抽
選
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　抽
選
会
は
選
考
委
員
会
の
委
員

が
見
守
る
中
、
最
初
に
く
じ
を

引
く
順
番
を
決
め
る
抽
選
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
に
入
居
者
決
定
の
た

め
の
抽
選
を
実
施
。
結
果
、
現
在

八
戸
市
や
南
部
町
な
ど
に
住
ま
わ

れ
て
い
る
か
た
が
た
５
世
帯
の
入

居
が
決
ま
り
ま
し
た
。

－

入
居
者
５
世
帯
が
決
定－

「
定
住
促
進
住
宅
入
居
者
抽
選
会
」

学
校
給
食
に
﹁
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
付
き
焼
き
の
り
﹂
登
場
！

手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

あ
ら
た

さ
と

村制施行60周年を記念ししんごう保育園園児から

はるばる鹿児島からトラックに積まれてきた
雌牛を荷台から降ろす農家

購入した牛16頭が除雪ステーション前に勢揃い

　福
山
満
組
合
長（
扇
ノ
沢
）率
い

る
新
郷
村
肉
用
牛
生
産
組
合
の
メ

ン
バ
ー
７
名
が
、
11
月
10
日
〜
11

日
に
か
け
て
鹿
児
島
県
に
赴
き
、

黒
毛
和
種
の
子
牛
16
頭
を
買
い
付

け
し
て
き
ま
し
た
。

　買
い
付
け
し
た
牛
16
頭
は
専
用

の
ト
ラ
ッ
ク
１
台
に
乗
せ
ら
れ
、

11
月
14
日
早
朝
に
本
村
に
到
着
。

除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
組
合
員
に

引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
は
25
名
い
る
組
合
員
の
う

ち
14
名
が
購
入
し
、
村
独
自
で
実

施
し
て
い
る
優
良
繁
殖
和
牛
導
入

支
援
事
業
に
よ
り
、
一
人
30
万
円

の
助
成
を
受
け
ま
し
た
。

　１
頭
当
た
り
の
平
均
購
入
価
格

は
約
81
万
円
で
、
最
高
購
入
価
格

は
約
１
０
３
万
円
。

　購
入
し
た
組
合
員
の
一
人
は
、

「
先
日
、
七
戸
の
家
畜
市
場
で
う

ち
の
牛
が
80
万
円
の
値
で
売
れ
た

か
ら
、
ま
あ
満
足
し
て
い
る
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

畜
産
農
家
14
人

しんごう保育園にやってきたマスコットキャラクター「いくべえ」交通安全祈願祭の前に行われた宇部交通課長の講話

　平
成
28
年
３
月
開
業
予
定
の
北

海
道
新
幹
線
奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅

開
業
ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
一
行

が
11
月
18
日
、
し
ん
ご
う
保
育
園

を
訪
れ
、
園
児
が
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
い
く
べ
え
」と
触

れ
合
っ
た
り
写
真
を
撮
っ
た
り
し

て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。　「

い
く
べ
え
」を
初
め
て
見
た
園

児
た
ち
は
泣
く
こ
と
も
な
く
、
そ

ば
に
行
っ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　11
月
25
日
、
戸
来
三
嶽
神
社
に

お
い
て
、
村
内
の
事
業
所
や
消
防

団
関
係
者
等
40
人
が
出
席
し
、
交

通
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　初
め
に
、
五
戸
警
察
署
の
宇
部

尚
幸
交
通
課
長
が
最
近
の
県
内
及

び
五
戸
管
内
の
交
通
事
故
の
状
況

に
つ
い
て
講
話
。
本
村
は
今
年
９

月
に
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
た

た
め
、
ゼ
ロ
の
記
録
は
ス
ト
ッ
プ

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
犠

牲
者
の
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、

全
員
が
交
通
事
故
の
な
い
安
全
・

安
心
な
村
と
な
る
よ
う
心
を
込
め

て
祈
願
し
ま
し
た
。

入居した永野さん、松森さん（左から２人
目、３人目）とお茶で乾杯する村長ら

　冬
季
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

「
新
郷
村
和
の
家
」
の
入
所
式
が

11
月
16
日
、
診
療
所
隣
り
の
和
の

家
で
行
わ
れ
、
関
係
者
13
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　今
年
の
入
居
者
は
、
和
の
家
オ

ー
プ
ン
当
初
か
ら
入
居
し
て
い
る

永
野
み
ち
よ
さ
ん（
91
歳

　羽
井

内
）と
松
森
ふ
み
さ
ん（
88
歳

　水

沢
）の
２
人
。

　入
所
式
で
は
須
藤
村
長
と
田
島

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
が
あ
い
さ

つ
。
管
理
人
が
紹
介
さ
れ
た
あ

と
、
和
の
家
検
討
委
員
会
委
員
長

の
細
川
真
理
子
さ
ん
の
音
頭
で
乾

杯
後
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

２
人
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

お
年
寄
り
２
人
が
入
居

オ
ー
プ
ン
か
ら
４
年
目
の「
和
の
家
」

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
い
く
べ
え
」が
や
っ
て
き
た
！

交
通
安
全
祈
願
祭

青森県・函館観光キャンペーン交通事故ゼロの村をめざして

九
州
・
鹿
児
島
か
ら
和
牛
16
頭
導
入

　
　平
均
購
入
価
格
は
１
頭
約
81
万
円

　
　
　
　
　一
人
30
万
円
を
上
限
に
補
助
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　12
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日
に
青
森
市
で
開
催
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れ
た「
青
森
県
道
路
愛
護
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功
労

者
表
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式
」で
、
本
村
の
村
下
建

設
工
業
が「
青
森
県
道
路
利
用
者

会
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会
長
表
彰
」を
受
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し
ま
し

た
。　同

社
は
平
成
25
年
か
ら
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年
間
、

し
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ご
う
保
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園
前
の
道
路
清
掃

を
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
環
境
美

化
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

表
彰
式
に
は
村
下
政
拓
常
務
取
締

役
が
出
席
し
、
工
藤
祐
直
会
長
か

ら
表
彰
状
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　多
年
に
わ
た
り
選
挙
の
管
理
執

行
と
明
る
い
選
挙
の
推
進
に
精
励

し
た
と
し
て
村
選
挙
管
理
委
員
の

佐
藤
忠
志
さ
ん（
堂
ヶ
前
）に
、
総

務
大
臣
か
ら
11
月
３
日
付
け
で
感

謝
状
が
贈
ら
れ
、
12
月
４
日
、
青

森
県
庁
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　佐

藤
さ
ん
は
、
平
成
８
年
か
ら

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
を
務
め
て

お
ら
れ
ま
す
。

㈱
村
下
建
設
工
業
「
県
道
路
利
用
者
会
議
会
長
表
彰
」受
賞

佐
藤
忠
志
選
管
委
員

総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
授
与

村制施行60周年を記念し、11月５日の学校給食に出された焼きのり手作りカレンダーのプレゼントに訪れたしんごう保育園の園児

　11
月
５
日
、
村
制
施
行
60
周
年

記
念
式
典
が
本
村
の
美
郷
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
日
の
学

校
給
食
に「
新
郷
村
60
周
年
お
め

で
と
う
」の
文
字
が
入
っ
た
焼
き

の
り
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　焼
き
の
り
の
袋
に
は
本
村
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
新
く

ん
」と「
郷
ち
ゃ
ん
」が
描
か
れ
て

お
り
、
児
童
生
徒
も
大
喜
び
！

　本
村
の
学
校
給
食
の
献
立
を
任

さ
れ
て
い
る
北
向
良
太
臨
時
学
校

栄
養
職
員
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
す
。

　勤
労
感
謝
の
日
に
ち
な
み
、
11

月
20
日
、
し
ん
ご
う
保
育
園
の
園

児
13
人
が
役
場
を
徒
歩
で
訪
れ
、

横
田
副
村
長
に
来
年
の
手
作
り
カ

レ
ン
ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。　横

田
副
村
長
は
、「
カ
レ
ン
ダ
ー

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
カ
ゼ
を
引
か
な
い
よ
う
、

元
気
に
保
育
園
に
通
っ
て
く
だ
さ

い
」と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

美郷館で行われた定住促進住宅抽選会の様子

　人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て

村
が
進
め
る
定
住
促
進
住
宅
入
居

者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
募
集
棟

数
５
棟
に
対
し
10
世
帯
の
申
し
込

み
が
あ
り
、
11
月
27
日
、
美
郷
館

で
入
居
者
を
決
定
す
る
抽
選
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　抽
選
会
は
選
考
委
員
会
の
委
員

が
見
守
る
中
、
最
初
に
く
じ
を

引
く
順
番
を
決
め
る
抽
選
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
に
入
居
者
決
定
の
た

め
の
抽
選
を
実
施
。
結
果
、
現
在

八
戸
市
や
南
部
町
な
ど
に
住
ま
わ

れ
て
い
る
か
た
が
た
５
世
帯
の
入

居
が
決
ま
り
ま
し
た
。

－

入
居
者
５
世
帯
が
決
定－

「
定
住
促
進
住
宅
入
居
者
抽
選
会
」

学
校
給
食
に
﹁
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
付
き
焼
き
の
り
﹂
登
場
！

手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

あ
ら
た

さ
と

村制施行60周年を記念ししんごう保育園園児から

はるばる鹿児島からトラックに積まれてきた
雌牛を荷台から降ろす農家

購入した牛16頭が除雪ステーション前に勢揃い

　福
山
満
組
合
長（
扇
ノ
沢
）率
い

る
新
郷
村
肉
用
牛
生
産
組
合
の
メ

ン
バ
ー
７
名
が
、
11
月
10
日
〜
11

日
に
か
け
て
鹿
児
島
県
に
赴
き
、

黒
毛
和
種
の
子
牛
16
頭
を
買
い
付

け
し
て
き
ま
し
た
。

　買
い
付
け
し
た
牛
16
頭
は
専
用

の
ト
ラ
ッ
ク
１
台
に
乗
せ
ら
れ
、

11
月
14
日
早
朝
に
本
村
に
到
着
。

除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
組
合
員
に

引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
は
25
名
い
る
組
合
員
の
う

ち
14
名
が
購
入
し
、
村
独
自
で
実

施
し
て
い
る
優
良
繁
殖
和
牛
導
入

支
援
事
業
に
よ
り
、
一
人
30
万
円

の
助
成
を
受
け
ま
し
た
。

　１
頭
当
た
り
の
平
均
購
入
価
格

は
約
81
万
円
で
、
最
高
購
入
価
格

は
約
１
０
３
万
円
。

　購
入
し
た
組
合
員
の
一
人
は
、

「
先
日
、
七
戸
の
家
畜
市
場
で
う

ち
の
牛
が
80
万
円
の
値
で
売
れ
た

か
ら
、
ま
あ
満
足
し
て
い
る
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

畜
産
農
家
14
人

しんごう保育園にやってきたマスコットキャラクター「いくべえ」交通安全祈願祭の前に行われた宇部交通課長の講話

　平
成
28
年
３
月
開
業
予
定
の
北

海
道
新
幹
線
奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅

開
業
ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
一
行

が
11
月
18
日
、
し
ん
ご
う
保
育
園

を
訪
れ
、
園
児
が
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
い
く
べ
え
」と
触

れ
合
っ
た
り
写
真
を
撮
っ
た
り
し

て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。　「

い
く
べ
え
」を
初
め
て
見
た
園

児
た
ち
は
泣
く
こ
と
も
な
く
、
そ

ば
に
行
っ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　11
月
25
日
、
戸
来
三
嶽
神
社
に

お
い
て
、
村
内
の
事
業
所
や
消
防

団
関
係
者
等
40
人
が
出
席
し
、
交

通
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　初
め
に
、
五
戸
警
察
署
の
宇
部

尚
幸
交
通
課
長
が
最
近
の
県
内
及

び
五
戸
管
内
の
交
通
事
故
の
状
況

に
つ
い
て
講
話
。
本
村
は
今
年
９

月
に
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
た

た
め
、
ゼ
ロ
の
記
録
は
ス
ト
ッ
プ

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
犠

牲
者
の
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、

全
員
が
交
通
事
故
の
な
い
安
全
・

安
心
な
村
と
な
る
よ
う
心
を
込
め

て
祈
願
し
ま
し
た
。

入居した永野さん、松森さん（左から２人
目、３人目）とお茶で乾杯する村長ら

　冬
季
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

「
新
郷
村
和
の
家
」
の
入
所
式
が

11
月
16
日
、
診
療
所
隣
り
の
和
の

家
で
行
わ
れ
、
関
係
者
13
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　今
年
の
入
居
者
は
、
和
の
家
オ

ー
プ
ン
当
初
か
ら
入
居
し
て
い
る

永
野
み
ち
よ
さ
ん（
91
歳

　羽
井

内
）と
松
森
ふ
み
さ
ん（
88
歳

　水

沢
）の
２
人
。

　入
所
式
で
は
須
藤
村
長
と
田
島

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
が
あ
い
さ

つ
。
管
理
人
が
紹
介
さ
れ
た
あ

と
、
和
の
家
検
討
委
員
会
委
員
長

の
細
川
真
理
子
さ
ん
の
音
頭
で
乾

杯
後
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

２
人
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

お
年
寄
り
２
人
が
入
居

オ
ー
プ
ン
か
ら
４
年
目
の「
和
の
家
」

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
い
く
べ
え
」が
や
っ
て
き
た
！

交
通
安
全
祈
願
祭

青森県・函館観光キャンペーン交通事故ゼロの村をめざして

九
州
・
鹿
児
島
か
ら
和
牛
16
頭
導
入

　
　平
均
購
入
価
格
は
１
頭
約
81
万
円

　
　
　
　
　一
人
30
万
円
を
上
限
に
補
助
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　果
て
し
な
い
大
空
と
広
い
大
地
の
そ
の
中
で

　い
つ
の
日
か
幸
せ
を
自
分
の
腕
で
つ
か
む
よ
う

　父
ち
ゃ
ん
、
お
気
に
入
り
の
曲
。
私
は
何
度
聞

い
た
、
い
や
聞
か
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
家
に
い

れ
ば
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
、
車
に
乗
れ
ば
Ｃ
Ｄ
で
、
そ
し

て
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
。

　我
が
家
で
は
、
両
親
と
姉
と
私
の
四
人
で
毎
年

松
山
千
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
か
け
て
い
た
。
だ

か
ら
私
は
す
っ
か
り
こ
の
曲
に
な
じ
み
、
小
学
校

に
入
学
す
る
前
に
歌
詞
も
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
覚
え
て

し
ま
う
ほ
ど
だ
っ
た
。

　父
に
な
ぜ
こ
の
曲
が
好
き
な
の
か
尋
ね
た
こ
と

が
あ
る
。
父
は
、
こ
う
言
っ
て
い
た
。

「
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
っ
て
い
う
ラ
ジ
オ
番

組
が
あ
っ
て
、
け
っ
こ
う
聞
い
て
い
た
ん
だ
。
そ

の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
『
大
空
と
大
地
の
中
で
』
が

流
れ
て
い
た
。
い
い
曲
だ
と
思
っ
た
。
今
の
ア
イ

ド
ル
の
曲
も
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
と
思
う
け
ど
、

三
十
年
た
っ
て
聞
い
た
ら
ど
う
か
な
。
こ
の
曲

は
、
三
十
年
も
前
の
曲
だ
け
ど
、
今
聞
い
て
も
い

い
曲
だ
な
あ
と
思
う
。」

　私
も
こ
の
曲
が
好
き
だ
。
一
つ
一
つ
の
情
景
が

頭
に
浮
か
ん
で
き
て
、
小
さ
い
頃
か
ら
好
き
だ
っ

た
。
曲
全
体
が
前
向
き
な
イ
メ
ー
ジ
で
、「
こ
れ
か

ら
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
」と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ

て
く
れ
る
。
曲
か
ら
励
ま
し
の
エ
ー
ル
を
送
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
。

　母
か
ら
、
こ
ん
な
話
を
聞
い
た
。

「
父
ち
ゃ
ん
、
本
当
は
仙
台
で
働
き
た
か
っ
た
ん

だ
よ
。
で
も
、
じ
い
さ
ん
や
ば
あ
さ
ん
に
止
め
ら

れ
た
ん
だ
よ
。」

初
め
て
聞
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
と
て
も
驚
い
た
。

父
は
現
在
、
地
元
に
残
り
、
農
業
を
や
っ
て
い

る
。
父
が
ど
ん
な
思
い
で
仙
台
行
き
を
あ
き
ら

め
、
ど
ん
な
思
い
で
農
業
を
続
け
て
い
る
の
か
知

り
た
く
な
っ
た
。
父
に
尋
ね
る
と
、
思
い
が
け
な

い
質
問
に
最
初
は
と
ま
ど
っ
て
い
た
が
、
「
昔
の

人
が
ず
っ
と
受
け
継
い
で
残
し
て
く
れ
た
田
ん
ぼ

や
畑
を
守
り
た
か
っ
た
。
作
業
小
屋
や
農
業
用
機

械
も
ほ
っ
と
け
な
い
。
お
れ
が
受
け
継
が
な
け
れ

ば
誰
も
や
る
人
が
い
な
い
し
、
せ
っ
か
く
受
け
継

が
れ
て
き
た
農
地
を
た
だ
の
荒
れ
果
て
た
山
に
し

た
く
な
か
っ
た
。」

と
、
真
剣
な
表
情
で
語
っ
て
く
れ
た
。
私
は
初
め
て

父
の
口
か
ら
父
の
思
い
を
聞
き
、
父
が「
大
空
と

大
地
の
中
で
」を
好
き
に
な
っ
た
理
由
が
わ
か
っ

た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　私
が
生
ま
れ
育
っ
た
新
郷
村
は
今
、
少
子
高
齢

化
と
い
う
大
き
な
壁
に
直
面
し
て
い
る
。
人
口
減

少
と
い
う
大
変
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
私
は
こ
の
村
に
残
っ
て
、
村
の
た
め
に
な
る

こ
と
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
私
が
あ
こ
が
れ

て
い
る
仕
事
は
美
容
師
だ
。
自
分
の
お
店
を
自
分

の
村
に
開
き
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く

の
人
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
美

容
室
を
開
く
の
が
夢
だ
。

　今
年
の
夏
、
私
は
そ
の
夢
を
か
な
え
る
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
。
隣
町
の
美
容
室
で
職
場
体
験
学

習
を
行
っ
た
の
だ
。
そ
の
時
の
体
験
を
通
し
て
私

は
本
当
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
お
茶
を
出
す
と
き
に
は
一
言
添
え
る
こ
と
、

円
す
い
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ム
で
髪
を
カ
ッ
ト
す
る

こ
と
、
お
客
様
一
人
一
人
の
髪
質
や
好
み
に
合
わ

せ
て
パ
ー
マ
液
や
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
剤
を
微
調
整
す

る
こ
と
、
技
術
だ
け
で
は
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
化
学
的
知
識
も
必
要
な
こ
と
、

様
々
な
検
定
に
挑
戦
し
資
格
を
取
得
し
て
お
い
た

ほ
う
が
い
い
こ
と
な
ど
。
一
つ
一
つ
の
作
業
に
は

こ
ん
な
に
深
い
意
味
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に

も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
か
ら
で
も
取
り
返

し
が
つ
く
か
ら
、
苦
手
教
科
も
が
ん
ば
っ
て
み
よ

う
と
や
る
気
が
出
て
き
た
。
体
験
が
終
わ
る
頃
に

は
、
普
段
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
で
き
た
喜
び

と
、
忙
し
い
中
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
教
え
て
い
た

だ
い
た
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
が
、
私
の
心
を
う

め
つ
く
し
て
い
た
。

　お
世
話
に
な
っ
た
美
容
師
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

「
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
顔
で
来
店
し
た
お
客
様
が
、

笑
顔
に
な
っ
て
帰
っ
て
い
く
の
を
見
る
と
き
、
美
容

師
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
う
。
お
客
様

の
笑
顔
を
見
る
と
、
私
ま
で
う
れ
し
く
な
る
。」

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
私
は
何
か
を
つ
か
ん
だ
よ

う
な
気
が
し
た
。
胸
の
奥
に
深
く
染
み
込
ん
だ
そ

の
言
葉
は
、
こ
れ
か
ら
も
私
の
夢
を
し
っ
か
り
と

支
え
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　最
近
父
は
、
長
渕
剛
の
曲
を
聞
き
始
め
た
。
松

山
千
春
も
長
渕
剛
も
ふ
る
さ
と
を
こ
よ
な
く
愛

し
、
そ
の
思
い
を
曲
に
託
し
て
い
る
シ
ン
ガ
ー

だ
。
父
が
彼
ら
の
曲
に
ひ
か
れ
る
の
は
、
そ
れ
ら

が
ふ
る
さ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
る
人
々
へ

の「
人
生
の
応
援
歌
」だ
か
ら
だ
と
私
は
思
う
。

父
も
き
っ
と
こ
れ
ら
の
曲
に
元
気
づ
け
ら
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

　美
容
師
に
な
る
た
め
に
、
私
は
一
度
ふ
る
さ
と

を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
き
っ
と
、
生
き
る

こ
と
が
つ
ら
い
だ
と
か
苦
し
い
だ
と
か
思
う
日
が

あ
る
に
違
い
な

い
。
そ
ん
な
と

き
は
、
美
容
師

さ
ん
の
言
葉
を

思
い
出
そ
う
。

人
生
の
応
援
歌

を
口
ず
さ
も
う
。

　果
て
し
な
い

大
空
と
広
い
大

地
が
、
私
を
待
っ

て
い
て
く
れ
る

か
ら
。

Ｑ
．
受
賞
式
の
時
の
感
想
は
？

　青
森
市
で
行
わ
れ
た
受
賞
式
の
時
は
、

新
聞
記
者
と
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
囲
ま
れ
て

す
ご
く
緊
張
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
お
父
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
の
反
応
は
？

　作
文
を
読
ん
だ
父
が
照
れ
隠
し
の
た

め
、
作
文
の
端
端
に
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。
母
は
涙
ぐ
ん
で
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
受
賞
の
感
想
は
？

　自
分
よ
り
も
家
族
が
喜
ん
で
く
れ
た
の

が
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ふ
だ
ん

何
気
な
く
聞
い
て
い
た
曲
が
、
自
分
の
父

の
力
と
な
る
よ
う
な
歌
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
私
の
身
の
回
り
に
も
何
か
力
に
な
る

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。　こ

れ
か
ら
私
は「
美
容
師
」と
い
う
夢

に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
き
ま
す
が
、
父
の

応
援
歌
で
も
あ
る
こ
の
歌
を
聞
い
て
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　果
て
し
な
い
大
空
と
広
い
大
地
の
そ
の
中
で

　い
つ
の
日
か
幸
せ
を
自
分
の
腕
で
つ
か
む
よ
う

　父
ち
ゃ
ん
、
お
気
に
入
り
の
曲
。
私
は
何
度
聞

い
た
、
い
や
聞
か
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
家
に
い

れ
ば
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
、
車
に
乗
れ
ば
Ｃ
Ｄ
で
、
そ
し

て
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
。

　我
が
家
で
は
、
両
親
と
姉
と
私
の
四
人
で
毎
年

松
山
千
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
か
け
て
い
た
。
だ

か
ら
私
は
す
っ
か
り
こ
の
曲
に
な
じ
み
、
小
学
校

に
入
学
す
る
前
に
歌
詞
も
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
覚
え
て

し
ま
う
ほ
ど
だ
っ
た
。

　父
に
な
ぜ
こ
の
曲
が
好
き
な
の
か
尋
ね
た
こ
と

が
あ
る
。
父
は
、
こ
う
言
っ
て
い
た
。

「
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
っ
て
い
う
ラ
ジ
オ
番

組
が
あ
っ
て
、
け
っ
こ
う
聞
い
て
い
た
ん
だ
。
そ

の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
『
大
空
と
大
地
の
中
で
』
が

流
れ
て
い
た
。
い
い
曲
だ
と
思
っ
た
。
今
の
ア
イ

ド
ル
の
曲
も
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
と
思
う
け
ど
、

三
十
年
た
っ
て
聞
い
た
ら
ど
う
か
な
。
こ
の
曲

は
、
三
十
年
も
前
の
曲
だ
け
ど
、
今
聞
い
て
も
い

い
曲
だ
な
あ
と
思
う
。」

　私
も
こ
の
曲
が
好
き
だ
。
一
つ
一
つ
の
情
景
が

頭
に
浮
か
ん
で
き
て
、
小
さ
い
頃
か
ら
好
き
だ
っ

た
。
曲
全
体
が
前
向
き
な
イ
メ
ー
ジ
で
、「
こ
れ
か

ら
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
」と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ

て
く
れ
る
。
曲
か
ら
励
ま
し
の
エ
ー
ル
を
送
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
。

　母
か
ら
、
こ
ん
な
話
を
聞
い
た
。

「
父
ち
ゃ
ん
、
本
当
は
仙
台
で
働
き
た
か
っ
た
ん

だ
よ
。
で
も
、
じ
い
さ
ん
や
ば
あ
さ
ん
に
止
め
ら

れ
た
ん
だ
よ
。」

初
め
て
聞
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
と
て
も
驚
い
た
。

父
は
現
在
、
地
元
に
残
り
、
農
業
を
や
っ
て
い

る
。
父
が
ど
ん
な
思
い
で
仙
台
行
き
を
あ
き
ら

め
、
ど
ん
な
思
い
で
農
業
を
続
け
て
い
る
の
か
知

り
た
く
な
っ
た
。
父
に
尋
ね
る
と
、
思
い
が
け
な

い
質
問
に
最
初
は
と
ま
ど
っ
て
い
た
が
、
「
昔
の

人
が
ず
っ
と
受
け
継
い
で
残
し
て
く
れ
た
田
ん
ぼ

や
畑
を
守
り
た
か
っ
た
。
作
業
小
屋
や
農
業
用
機

械
も
ほ
っ
と
け
な
い
。
お
れ
が
受
け
継
が
な
け
れ

ば
誰
も
や
る
人
が
い
な
い
し
、
せ
っ
か
く
受
け
継

が
れ
て
き
た
農
地
を
た
だ
の
荒
れ
果
て
た
山
に
し

た
く
な
か
っ
た
。」

と
、
真
剣
な
表
情
で
語
っ
て
く
れ
た
。
私
は
初
め
て

父
の
口
か
ら
父
の
思
い
を
聞
き
、
父
が「
大
空
と

大
地
の
中
で
」を
好
き
に
な
っ
た
理
由
が
わ
か
っ

た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　私
が
生
ま
れ
育
っ
た
新
郷
村
は
今
、
少
子
高
齢

化
と
い
う
大
き
な
壁
に
直
面
し
て
い
る
。
人
口
減

少
と
い
う
大
変
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
私
は
こ
の
村
に
残
っ
て
、
村
の
た
め
に
な
る

こ
と
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
私
が
あ
こ
が
れ

て
い
る
仕
事
は
美
容
師
だ
。
自
分
の
お
店
を
自
分

の
村
に
開
き
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く

の
人
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
美

容
室
を
開
く
の
が
夢
だ
。

　今
年
の
夏
、
私
は
そ
の
夢
を
か
な
え
る
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
。
隣
町
の
美
容
室
で
職
場
体
験
学

習
を
行
っ
た
の
だ
。
そ
の
時
の
体
験
を
通
し
て
私

は
本
当
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
お
茶
を
出
す
と
き
に
は
一
言
添
え
る
こ
と
、

円
す
い
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ム
で
髪
を
カ
ッ
ト
す
る

こ
と
、
お
客
様
一
人
一
人
の
髪
質
や
好
み
に
合
わ

せ
て
パ
ー
マ
液
や
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
剤
を
微
調
整
す

る
こ
と
、
技
術
だ
け
で
は
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
化
学
的
知
識
も
必
要
な
こ
と
、

様
々
な
検
定
に
挑
戦
し
資
格
を
取
得
し
て
お
い
た

ほ
う
が
い
い
こ
と
な
ど
。
一
つ
一
つ
の
作
業
に
は

こ
ん
な
に
深
い
意
味
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に

も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
か
ら
で
も
取
り
返

し
が
つ
く
か
ら
、
苦
手
教
科
も
が
ん
ば
っ
て
み
よ

う
と
や
る
気
が
出
て
き
た
。
体
験
が
終
わ
る
頃
に

は
、
普
段
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
で
き
た
喜
び

と
、
忙
し
い
中
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
教
え
て
い
た

だ
い
た
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
が
、
私
の
心
を
う

め
つ
く
し
て
い
た
。

　お
世
話
に
な
っ
た
美
容
師
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

「
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
顔
で
来
店
し
た
お
客
様
が
、

笑
顔
に
な
っ
て
帰
っ
て
い
く
の
を
見
る
と
き
、
美
容

師
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
う
。
お
客
様

の
笑
顔
を
見
る
と
、
私
ま
で
う
れ
し
く
な
る
。」

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
私
は
何
か
を
つ
か
ん
だ
よ

う
な
気
が
し
た
。
胸
の
奥
に
深
く
染
み
込
ん
だ
そ

の
言
葉
は
、
こ
れ
か
ら
も
私
の
夢
を
し
っ
か
り
と

支
え
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　最
近
父
は
、
長
渕
剛
の
曲
を
聞
き
始
め
た
。
松

山
千
春
も
長
渕
剛
も
ふ
る
さ
と
を
こ
よ
な
く
愛

し
、
そ
の
思
い
を
曲
に
託
し
て
い
る
シ
ン
ガ
ー

だ
。
父
が
彼
ら
の
曲
に
ひ
か
れ
る
の
は
、
そ
れ
ら

が
ふ
る
さ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
る
人
々
へ

の「
人
生
の
応
援
歌
」だ
か
ら
だ
と
私
は
思
う
。

父
も
き
っ
と
こ
れ
ら
の
曲
に
元
気
づ
け
ら
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

　美
容
師
に
な
る
た
め
に
、
私
は
一
度
ふ
る
さ
と

を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
き
っ
と
、
生
き
る

こ
と
が
つ
ら
い
だ
と
か
苦
し
い
だ
と
か
思
う
日
が

あ
る
に
違
い
な

い
。
そ
ん
な
と

き
は
、
美
容
師

さ
ん
の
言
葉
を

思
い
出
そ
う
。

人
生
の
応
援
歌

を
口
ず
さ
も
う
。

　果
て
し
な
い

大
空
と
広
い
大

地
が
、
私
を
待
っ

て
い
て
く
れ
る

か
ら
。

Ｑ
．
受
賞
式
の
時
の
感
想
は
？

　青
森
市
で
行
わ
れ
た
受
賞
式
の
時
は
、

新
聞
記
者
と
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
囲
ま
れ
て

す
ご
く
緊
張
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
お
父
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
の
反
応
は
？

　作
文
を
読
ん
だ
父
が
照
れ
隠
し
の
た

め
、
作
文
の
端
端
に
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。
母
は
涙
ぐ
ん
で
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
受
賞
の
感
想
は
？

　自
分
よ
り
も
家
族
が
喜
ん
で
く
れ
た
の

が
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ふ
だ
ん

何
気
な
く
聞
い
て
い
た
曲
が
、
自
分
の
父

の
力
と
な
る
よ
う
な
歌
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
私
の
身
の
回
り
に
も
何
か
力
に
な
る

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。　こ

れ
か
ら
私
は「
美
容
師
」と
い
う
夢

に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
き
ま
す
が
、
父
の

応
援
歌
で
も
あ
る
こ
の
歌
を
聞
い
て
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　僕
た
ち
が
住
ん
で
い
る
新
郷
村
は
、
小
中
学
校
の

給
食
費
が
無
償
で
す
。
毎
日
、
学
校
の
調
理
室
で
調

理
員
の
方
々
が
栄
養
満
点
の
食
事
を
作
っ
て
く
だ
さ

る
お
か
げ
で
、
僕
た
ち
は
で
き
た
て
の
温
か
い
給
食

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
れ
は
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
食
数
百
円
の
給
食
が
無
償
と
い
う
施
策
は
、

他
の
町
や
市
で
も
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
だ
と
聞

き
ま
し
た
。
人
口
が
減
少
し
、
財
政
が
厳
し
い
新
郷
村

で
す
が
、「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」と
考
え
て
、
教
育
に

で
き
る
だ
け
お
金
を
か
け
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

　村
の
予
算
を
支
え
て
い
る
の
は
、
税
金
で
す
。
村

の
財
政
予
算
を
見
る
と
、
歳
入
の
半
分
以
上
を
占
め

て
い
る
の
は
地
方
交
付
税
で
す
。
加
え
て
、
村
税
や

国
・
県
の
支
出
金
を
含
め
、
税
金
が
僕
た
ち
の
暮
ら

し
を
守
り
、
創
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　今
回
、
僕
た
ち
は
税
金
の
目
的
や
使
わ
れ
方
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
税
金
が
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設

や
道
路
を
造
り
、
病
院
や
消
防
な
ど
公
共
の
仕
事
を

支
え
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
地
域
の
生
活
や
学
校
の

教
育
に
も
た
く
さ
ん
の
税
金
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。

　毎
日
、
何
気
な
く
食
べ
て
い
る
学
校
給
食
も
、

材
料
費
だ
け
で
な
く
、
光
熱
費
や
人
件
費
な
ど
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。
新
郷
村
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
大
切
な
村
の
予
算
を
か
け
て
給
食
費
無
償
に
し
て

く
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　僕
は
、
こ
れ
ま
で
税
金
と
い
う
と「
国
に
取
ら
れ

る
お
金
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
何
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
学

ぶ
こ
と
で
、
税
金
は
地
域
の
生
活
の
た
め
に
と
て
も

大
切
な
お
金
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
市
町
村
の
特
色
に
よ
っ
て
、
そ
の
税
金
の
使
い

方
が
違
う
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
し
た
。

　給
食
費
無
償
を
含
め
、
新
郷
村
の
学
校
で
大
切
に

育
て
ら
れ
た
僕
た
ち
は
、
大
人
に
な
っ
た
ら
納
税
と

い
う
形
で
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
納

税
が
、
巡
り
め
ぐ
っ
て
故
郷
の
地
域
づ
く
り
に
生
か

さ
れ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　納
税
は
、「
国
民
の
義
務
」で
も
あ
り
ま
す
が
、

身
近
な
生
活
の
未
来
に
つ
な
が
る
夢
の
あ
る
協
力
の

方
法
で
も
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
受
賞
の
感
想
は
？

　受
賞
し
た
こ
と
を
聞
い
た
時
は
、「
本

当
か
な
？
」と
思
い
ま
し
た
が
、
受
賞
通

知
を
見
て
よ
う
や
く
実
感
が
湧
い
て
き
ま

し
た
。

　こ
の
作
文
を
書
く
に
あ
た
っ
て
は
、
友

達
の
声
も
聞
い
て
書
い
た
の
で
、
う
ま
く

書
け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
受
賞
し
た
こ
と
を
知
っ
た
家
族
の
反
応

は
？

　村
は
給
食
費
無
償
化
の
ほ
か
に
も
学
習

塾
を
や
っ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
新

郷
の
た
め
に
が
ん
ば
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま

し
た
。

Ｑ
．
こ
の
作
文
を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と

は
？

　給
食
費
無
償
化
や
学
習
塾
な
ど
、
私
達

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
尽
く
し
て
く
れ
て

い
る
村
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

青
森
県
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
主
催

平
成
27
年
度
納
税
作
品

作
文

中
学
生
の
部

　
　
　
銅
賞

給
食
費
無
償
を
支
え
る
税
金

　
　
新
郷
中
学
校三年

　
佐

　
藤

　
謙
汰
郎

佐藤謙汰郎くん
（新郷中３年）



　ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
主
催
の

「
し
ん
ご
う
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
」が

12
月
６
日
、
美
郷
館
で
開
催
さ
れ
、
会
場
は
一
足

早
い
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
を
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
楽
し
み
ま
し
た
。

　ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
川
代
地

区
振
興
会
に
よ
る
大
黒
舞
や
し
ん
ご
う
保

育
園
の
園
児
に
よ
る
お
遊
戯
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
歌
手
の
小
西
礼
子

さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
村
連
合

婦
人
会
の
み
な
さ
ん
が
小
西
さ
ん
の
歌
う

「
新
郷
生
キ
ャ
ラ
煎
餅
音
頭
」
に
合
わ
せ

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

  

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
子
ど
も
た
ち
へ

の
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
列
を
な
し
て
い
ま
し
た
。

　午
後
６
時
15
分
か
ら
、
美
郷
館
前
で

「
し
ん
ご
う
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」の
点
灯
式
が
行
わ
れ
、
来
賓
ら
が
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、
金
ヶ
沢
農
村
公
園

は
昨
年
に
も
ま
し
て
、
工
夫
を
凝
ら
し
た

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
ら
れ
ま
し
た
。
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新
郷
村
村
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し

　
金
ヶ
沢
農
村
公
園  

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
一
新
！

新
郷
村
村
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し

　
金
ヶ
沢
農
村
公
園  

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
一
新
！

記
念
フ
ラ
ッ
グ
も
制
作
！

新世紀橋に飾り付けされたイルミ
ネーションをくぐり抜ける参加者

しんごう保育園前のエンジェルロード
を照らす各事業所のイルミネーション

有志によるクリスマスソングの合唱 商工会の福引抽選会

サンタクロースからプレゼントを
もらい、ニッコリする子どもたち

小西礼子さんの「新郷生キャラ煎餅音頭」の
歌に合わせ、踊りを披露する婦人会のみなさん

野沢中の生徒と一緒によさこいを踊る
「新（あらた）」くんと「郷（さと）」ちゃん



８９　広報しんごう　H27・12

　平成28年１月からマイナンバー（個人番号）制度が始まることに伴い、各種申請書等に
皆様のマイナンバーをご記入していただくことになります。
　窓口では、ご本人確認のための書類とあわせて、個人番号を確認できる書類が必要と
なります。お手続きの際は、次の書類を必ずお持ちください。

～ 国民健康保険、後期高齢者医療保険に加入または
介護保険を利用している皆様へ ～

マイナンバーの提示が必要です

対象者本人が申請する場合

代理人が申請する場合

（１）個人番号カードをお持ちの方
　・個人番号カード
（１枚でご本人確認と個人番号確認ができます。）

・申請対象者の被保険者証
・申請対象者の個人番号カード又は通知カード

・代理人（窓口においでになる方）の個人番号カード又は運転免許証等
　（通知カードは身分証明にはなりません）

（２）個人番号カードをお持ちでない場合（下記の両方が必要です）
　・通知カード（個人番号確認のため）
　・運転免許証など（ご本人確認のため）

個人番号カード

番号確認
通知カード

身元確認
運転免許証orパスポートなど

＋

申請に関するお問い合わせ先
住民グループ国保係・後期高齢者医療保険係（℡ ７８－２１１１）
厚生グループ介護保険係　　　　　　　　　（℡ ６１－７５５５）

お知らせ

三村県知事から褒賞を授与される佐藤さん（左）

　平
成
27
年
第
４
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
12
月
７
日
か
ら
11
日
ま

で
開
か
れ
、
次
の
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

▼
新
郷
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
に
次
の
方
々
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。（
委
員
の
任
期

は
３
年
）

　荻
沢
範
雄
氏（
扇
ノ
沢

　67
歳
）

　崩

　光
雄
氏（
崩

　
　
　77
歳
）

▼
定
住
促
進
住
宅
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
次
の
よ

う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
定
住
促
進
住
宅
に
引
き
続
き
20

年
間
入
居
し
た
場
合
、
以
降
譲

渡
手
続
き
期
間
の
家
賃
は
無
償

と
し
、
22
年
目
以
降
に
家
屋
と

土
地
を
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
定
住
促
進
住
宅
の
敷
金
を
定
住

促
進
住
宅
基
金
と
し
て
積
み
立

て
、
立
ち
の
き
者
が
あ
っ
た
場

合
に
敷
金
を
還
付
又
は
振
替
処

分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
３
、７
５
１
万
８
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
30
億
７
、６
１
９
万
９
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　主
な
一
般
会
計
補
正
予
算
は

次
の
と
お
り
で
す
。

歳
入

◎
普
通
交
付
税

　
　
　
　４
、４
９
１
万
５
千
円

◎
施
設
型
給
付
費
国
庫
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　６
９
０
万
円

歳
出

◎
施
設
型
給
付
費（
保
育
園
関
係
）

　
　
　
　
　
　１
、５
０
０
万
円

◎
解
体
撤
去
工
事
費

　（キ
リ
ス
ト
の
里
公
園
関
連
）

　
　
　
　
　
　
　
　４
７
０
万
円

◎
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
特
別

　会
計
へ
繰
出
金

　
　３
１
０
万
円

平
成
27
年
第
４
回
新
郷
村
議
会
定
例
会

　11
月
26
日
、
青
森
市
で
平
成

27
年
度
青
森
県
褒
賞
式
が
行
わ

れ
、
本
村
の
佐
藤
幸
雄
さ
ん
が

三
村
県
知
事
か
ら
褒
賞
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　佐
藤
さ
ん
は
、
青
森
県
鉄
筋

業
協
同
組
合
副
理
事
長
で
鉄
筋

工
事
業
の
振
興
発
展
に
長
年
に

わ
た
り
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

佐
藤 

幸
雄
さ
ん（
堂
ヶ
前
）
青
森
県
褒
賞
受
賞

大石上「方位石」の標柱を設置した文化財審議委員

　11
月
18
日
、
新
郷
村
文
化
財

審
議
委
員
４
名
が
、
村
内
に
所

在
す
る
文
化
財
及
び
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
の
５
カ
所
に
標
柱
を

設
置
し
ま
し
た
。

　今
回
の
文
化
財
並
び
に
土
地

所
有
者
の
皆
様
に
は
ご
協
力
を

い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
文
化
財
審
議

委
員
会
で
は
、
今
後
も
文
化
財

保
護
・
活
用
の
啓
も
う
活
動
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
郷
村
指
定
文
化
財
に
標
柱
設
置

     

村
文
化
財
審
議
委
員
活
動

■
新
郷
村
情
報
公
開
条
例
第
30

条
の
規
程
に
よ
り
、
昨
年
度

の
行
政
文
書
の
開
示
の
状
況

を
公
表
し
ま
す
。

・
開
示
請
求
件
数

　
　
　１
件

・
開
示
件
数

　
　
　
　
　１
件

・
開
示
決
定
等
に
つ
い
て
の

　不
服
申
立
て
件
数

　
　０
件

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

す
ば
ら
し
き
菊
人
形
は

皆
の
手
で

髙

　根

　リ

　サ

金
管
を
吹
き
な
ら
す
子
に

も
み
じ
風

佐

　藤

　直

　子

訪
ね
ゆ
く
鶴
の
舞
橋
時
雨
か
な

戸

　来

　れ
い
子

し
い
た
け
の
榾
木
に
雨
や

夫
の
趣
味

村

　上

　て

　る

一
人
鍋
淋
し
く
も
あ
り

お
い
し
く
も

小
笠
原

　つ
ぎ
子

モ
ネ
が
好
き
色
と
り
ど
り
の

菊
が
好
き

鹿

　島

　惠
美
子

枯
れ
菊
の
香
り
を
今
に

残
し
お
り

長

　峯

　ユ

　リ

友
帰
る
路
傍
の
野
菊

摘
み
な
が
ら

工

　藤

　陽

　一

朝
西
へ
夕
べ
南
へ
鳥
渡
る

鹿

　島

　と

　わ

菊
の
り
を
軒
下
に
吊
し

干
し
に
け
り

福

　士

　香
芽
子



８９　広報しんごう　H27・12

　平成28年１月からマイナンバー（個人番号）制度が始まることに伴い、各種申請書等に
皆様のマイナンバーをご記入していただくことになります。
　窓口では、ご本人確認のための書類とあわせて、個人番号を確認できる書類が必要と
なります。お手続きの際は、次の書類を必ずお持ちください。

～ 国民健康保険、後期高齢者医療保険に加入または
介護保険を利用している皆様へ ～

マイナンバーの提示が必要です

対象者本人が申請する場合

代理人が申請する場合

（１）個人番号カードをお持ちの方
　・個人番号カード
（１枚でご本人確認と個人番号確認ができます。）

・申請対象者の被保険者証
・申請対象者の個人番号カード又は通知カード

・代理人（窓口においでになる方）の個人番号カード又は運転免許証等
　（通知カードは身分証明にはなりません）

（２）個人番号カードをお持ちでない場合（下記の両方が必要です）
　・通知カード（個人番号確認のため）
　・運転免許証など（ご本人確認のため）

個人番号カード

番号確認
通知カード

身元確認
運転免許証orパスポートなど

＋

申請に関するお問い合わせ先
住民グループ国保係・後期高齢者医療保険係（℡ ７８－２１１１）
厚生グループ介護保険係　　　　　　　　　（℡ ６１－７５５５）

お知らせ

三村県知事から褒賞を授与される佐藤さん（左）

　平
成
27
年
第
４
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
12
月
７
日
か
ら
11
日
ま

で
開
か
れ
、
次
の
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

▼
新
郷
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
に
次
の
方
々
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。（
委
員
の
任
期

は
３
年
）

　荻
沢
範
雄
氏（
扇
ノ
沢

　67
歳
）

　崩

　光
雄
氏（
崩

　
　
　77
歳
）

▼
定
住
促
進
住
宅
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
次
の
よ

う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
定
住
促
進
住
宅
に
引
き
続
き
20

年
間
入
居
し
た
場
合
、
以
降
譲

渡
手
続
き
期
間
の
家
賃
は
無
償

と
し
、
22
年
目
以
降
に
家
屋
と

土
地
を
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
定
住
促
進
住
宅
の
敷
金
を
定
住

促
進
住
宅
基
金
と
し
て
積
み
立

て
、
立
ち
の
き
者
が
あ
っ
た
場

合
に
敷
金
を
還
付
又
は
振
替
処

分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
３
、７
５
１
万
８
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
30
億
７
、６
１
９
万
９
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　主
な
一
般
会
計
補
正
予
算
は

次
の
と
お
り
で
す
。

歳
入

◎
普
通
交
付
税

　
　
　
　４
、４
９
１
万
５
千
円

◎
施
設
型
給
付
費
国
庫
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　６
９
０
万
円

歳
出

◎
施
設
型
給
付
費（
保
育
園
関
係
）

　
　
　
　
　
　１
、５
０
０
万
円

◎
解
体
撤
去
工
事
費

　（キ
リ
ス
ト
の
里
公
園
関
連
）

　
　
　
　
　
　
　
　４
７
０
万
円

◎
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
特
別

　会
計
へ
繰
出
金

　
　３
１
０
万
円

平
成
27
年
第
４
回
新
郷
村
議
会
定
例
会

　11
月
26
日
、
青
森
市
で
平
成

27
年
度
青
森
県
褒
賞
式
が
行
わ

れ
、
本
村
の
佐
藤
幸
雄
さ
ん
が

三
村
県
知
事
か
ら
褒
賞
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　佐
藤
さ
ん
は
、
青
森
県
鉄
筋

業
協
同
組
合
副
理
事
長
で
鉄
筋

工
事
業
の
振
興
発
展
に
長
年
に

わ
た
り
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

佐
藤 

幸
雄
さ
ん（
堂
ヶ
前
）
青
森
県
褒
賞
受
賞

大石上「方位石」の標柱を設置した文化財審議委員

　11
月
18
日
、
新
郷
村
文
化
財

審
議
委
員
４
名
が
、
村
内
に
所

在
す
る
文
化
財
及
び
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
の
５
カ
所
に
標
柱
を

設
置
し
ま
し
た
。

　今
回
の
文
化
財
並
び
に
土
地

所
有
者
の
皆
様
に
は
ご
協
力
を

い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
文
化
財
審
議

委
員
会
で
は
、
今
後
も
文
化
財

保
護
・
活
用
の
啓
も
う
活
動
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
郷
村
指
定
文
化
財
に
標
柱
設
置

     

村
文
化
財
審
議
委
員
活
動

■
新
郷
村
情
報
公
開
条
例
第
30

条
の
規
程
に
よ
り
、
昨
年
度

の
行
政
文
書
の
開
示
の
状
況

を
公
表
し
ま
す
。

・
開
示
請
求
件
数

　
　
　１
件

・
開
示
件
数

　
　
　
　
　１
件

・
開
示
決
定
等
に
つ
い
て
の

　不
服
申
立
て
件
数

　
　０
件

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

す
ば
ら
し
き
菊
人
形
は

皆
の
手
で

髙

　根

　リ

　サ

金
管
を
吹
き
な
ら
す
子
に

も
み
じ
風

佐

　藤

　直

　子

訪
ね
ゆ
く
鶴
の
舞
橋
時
雨
か
な

戸

　来

　れ
い
子

し
い
た
け
の
榾
木
に
雨
や

夫
の
趣
味

村

　上

　て

　る

一
人
鍋
淋
し
く
も
あ
り

お
い
し
く
も

小
笠
原

　つ
ぎ
子

モ
ネ
が
好
き
色
と
り
ど
り
の

菊
が
好
き

鹿

　島

　惠
美
子

枯
れ
菊
の
香
り
を
今
に

残
し
お
り

長

　峯

　ユ

　リ

友
帰
る
路
傍
の
野
菊

摘
み
な
が
ら

工

　藤

　陽

　一

朝
西
へ
夕
べ
南
へ
鳥
渡
る

鹿

　島

　と

　わ

菊
の
り
を
軒
下
に
吊
し

干
し
に
け
り

福

　士

　香
芽
子
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編
集
を
終
え
て

　初
め
て
見
る
花
だ
っ
た
。
３
鉢
あ
り
、
一
つ
は
花

が
す
で
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
値
引
き
さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
花
が
い
く
つ
か
咲
い
て
い
て
、
つ
ぼ
み

も
ま
だ
あ
る
。
あ
と
一
つ
が
一
輪
も
咲
い
て
お
ら

ず
、
つ
ぼ
み
だ
け
の
も
の
。

　迷
っ
た
あ
げ
く
、
鉢
に
手
を
か
け
た
時
、「
あ

ら
、
あ
な
た
そ
れ
を
選
ぶ
の
？
そ
の
鉢
な
ら
、
花
が

も
う
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
し
、
来
年
し
か
咲
か

な
い
じ
ゃ
な
い
の
。
あ
な
た
そ
れ
ま
で
待
て
る
の
？

私
な
ら
別
の
を
選
ぶ
わ･･･

」と
、
見
知
ら
ぬ
老
夫

人
が
不
意
に
声
を
か
け
て
き
た
。
私
は
、「
そ
う
で

す
よ
ね
え
」と
、
ま
る
で
そ
の
夫
人
の
言
葉
を
待
っ

て
い
た
か
の
よ
う
に
、
す
ぐ
さ
ま
別
の
鉢
を
持
ち
上

げ
た
。
す
る
と
、「
あ
ら
、
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
考
え

る
こ
と
は
同
じ
な
の
ね
え
。
私
も
き
っ
と
そ
の
鉢
を

選
ん
だ
わ
よ
」と
夫
人
。

　私
が
二
度
目
に
選
ん
だ
の
は
、
つ
ぼ

み
だ
け
の
も
の
。
今
、
庁
舎
内
で
満
開

を
迎
え
て
い
る
。
み
な
さ
ん
な
ら
、
ど

の
鉢
を
選
ぶ
だ
ろ
う
か
。

　
　
　（Ｅ
）

お知らせ

　平成28年度に十和田地区環境整備事務組合が
発注する入札等に参加を希望する方は、次に
より申請してください。
◎申請区分及び有効年度
◆物品及び建設コンサルタント等（平成28年度）
※中間年の受付となりますので平成27年度受付
期間に申請された方は不要です。

◆建設工事（平成28・29年度）
◎提出要領及び組合指定様式は、組合ホーム
ページからダウンロードできます。

◎受付期間
　平成28年１月15日（金）～２月15日（月）
　（土・日、祝日を除く）
◎提出・問い合わせ先
◆十和田地区環境整備事務組合事務局総務係
　℡ 0176－55－2178　ｈｔｔｐ：／／ｋａｎｓｅｉ６．ｅｃ‐ｎｅｔ．ｊｐ

　冬はストーブによる火災が増加しますが、少し
の注意で防ぐことができます。下記の対策を確認
して、火災を予防しましょう。
●ストーブの周りは常に整理整頓しましょう。
　布団、衣類、雑誌などの可燃物がストーブの近くに置いて
あると、ふとしたはずみで可燃物がストーブに接触し、出火
する恐れがあります。整理整頓を徹底し、燃えや
すいものから十分な距離をとってください。
●定期的に掃除をする。
　ストーブや煙突は、定期的な清掃をしないと不完全燃焼
や異常燃焼を起こし、出火する恐れがあります。
●給油をする際はストーブの火を消す。
　ストーブの火を消さずに給油し、燃料をこぼしてしまうと
出火する恐れがあります。また、ストーブを消して給油をし
た場合でも、こぼれた燃料をそのままにしておくと、引火し
て火災になる恐れがあります。すぐに拭き取りましょう。
●洗濯物をストーブの近くに干さない。
　ストーブの上部や周囲に洗濯物を干すと、気付かないう
ちに洗濯物が落下したり接触したりして、出火する恐れが
あります。

五戸消防署西分遣所　℡　７８－２１１９

指名競争入札等参加資格審査申請書

※詳しくは、青森労働局ホームページからもご覧になれます。
　（http://aomori-roudoukyoku.jsite.whlw.go.jp/）
※お問い合わせは、青森労働局労働基準部賃金室へ。
　TEL 017－734－4114　FAX 017－734－5821
　なお、当局ホームページに、リーフレットの
電子データ（ＰＤＦ形式）及び広報例を掲載して
おりますので、御活用いただければ幸いです。

青森県特定（産業別）最低賃金改正のお知らせ

（参考）

青森県最低賃金 695 10月18日 679

青森県特定（産業別）
最低賃金件名

改正内容 効力発生日 改 正 前

時間額（円）（平成27年）時間額（円）

鉄鋼業 816 12月21日 800
電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業

750 12月21日 735

各種商品小売業 743 12月21日 727

自動車小売業 782 12月21日 766

必ずチェック最低賃金！　使用者も、労働者も

自動車税納税証明書の提示省略について
　平成27年４月１日から、自動車税の納付確認が電子
化され、国の継続検査窓口での継続検査（車検）用の納
税証明書の提示を省略できるようになりました。
　なお、納付情報がシステムに反映されるまで相応の
日数（概ね２週間程度）を要するため、納付後すぐに車
検等を受けられる方は納税証明書が必要となります。
　納税証明書の発行に必要な手続きや各種申請書は
青森県ホームページ又は県税部へのお問い合わせに
よりご確認ください。
三八地域県民局県税部　納税管理課
電　話　0178－27－5111（内線211・327・357）
ＦＡＸ　0178－27－3817
ホームページ【青森県　納税証明書】を検索

新郷村国民健康保険診療所
休診のお知らせ

　年末年始等は、次のとおり運休となりますの
で、御了承願います。
平成27年12月29日（火）～平成28年１月３日（日）
新郷村役場総務課企画グループ　℡ 78－2111

　平成27年12月29日（火）から平成28年１月３日
（日）までの６日間は、年末年始等のため、休診
させていただきますので、御了承願います。

新郷村国保診療所　℡ 78－3111

無料バス・患者輸送バス
運休のお知らせ

十和田地域広域事務組合

○申請区分及び有効年度
①物品の製造請負、売買または役務提供等（平成28・29年度）
②建設工事および測量・建設コンサルタント等（平成28年度）
※②は中間年の受付となりますので、平成27年
受付期間に申請された方は不要です。

○受付期間
　平成28年１月15日～平成28年２月15日（土・日曜日、祝日を除く）
　※郵送の場合は消印が平成28年２月15日までのものを有効とします。
○提出書類
　統一様式又は組合指定様式
※提出要領及び様式は組合ホームページでダウン
ロードできます。ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｔｏｗａｄａ‐ｋｏｕｉｋｉ．ｊｐ／

○問い合わせ・提出先
　十和田地域広域事務組合　総務課
　住所：青森県十和田市大字伝法寺字大窪60番地３
ＴＥＬ：0176－20－8100　ＦＡＸ：0176－20－8115

競争入札参加資格審査申請書の受付について 　村では経済的理由により就学困難な学生の保護
者に対し、奨学金の貸付を行っています。対象と
なる学校や、貸与される金額は次のとおりです。 
◇ 公・私立高等学校・・・月額２万円以内 
◇ 国立高等専門学校・・・月額２万円以内 
◇ 公・私立大学・・・・月額６万円以内 
◇ 公私立短期大学・・・・月額６万円以内 

・奨学金申込書は教育委員会にあります。
　お手数でも教育委員会までお越しください。 
・申込・貸付相談期間は次のとおり。
　平成28年２月１日（月）～平成28年２月29日（月）
問い合わせ・申込先：教育委員会  奨学金貸付係
　　　　　　　　　　℡ 78－2111（内715）

≪奨学生募集のお知らせ≫

しょうぼう情報
◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆

平成28年度　認定こども園・保育所・幼稚園　利用案内

　平成28年度の認定こども園・保育所・幼稚園などの利用に当たり、認定申請、利用
申込みを受付けします。

どこに申請するの？
１号認定

２号認定

３号認定

※詳しくは、役場住民グループにお問い合わせください。℡ 78－2111  内線602

✿平成28年４月からの新規申請・利用申込み受付

受付期間

受付場所 新郷村役場　住民グループ

必要書類

平成28年１月７日(木)～１月20日(水)
※村外の施設を希望する場合は、1月13日(水)までにお越しください。

◎支給認定申請書
◎平成27年度所得課税証明書（平成27年1月1日現在、他の市町村に住所があった方）
◎保育を必要とする事由を証明する書類（就労証明書等）
◎その他（世帯の状況に応じて必要な書類があります）
　※平成28年１月から、申請時に個人番号（マイナンバー）の記載が必要になります。

施設に直接申込み、申請ができます。

役場住民グループへ申請をしてください。

✿３つの認定区分に
応じて利用先が決
まっていきます。

幼稚園・認定こども園で教育を希望される方

「保育の必要な事由」に該当し、保育所・認定
こども園等で保育を希望される方

AOMOR Iの保育所で働こう！
～ あなたの保育士の資格を活かしてみませんか!? ～

★保育所等との個別面談や相談コーナーあり！
★保育の就職に役立つ豊富なセミナーあり！
★参加無料！
★保育所に興味のある方はぜひご来場ください。

お問い合わせは…青森県保育士・保育所支援センター
℡ 017－718－2225　E-mail:hoiku@aosyakyo.or.jp

（平成27年度 保育のお仕事相談フェア）

会　　場 開 催 期 日 開　催　場　所
八戸会場 平成28年１月14日（木） 八戸市　八戸ショッピングセンターラピア　１階　フェスタプラザ

※新制度に移行していない幼稚園の利用には、支給認定は不要です。

満
３
歳
以
上

満
３
歳
未
満
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。
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。
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。
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迎
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　（
Ｅ
）

お知らせ

　平成28年度に十和田地区環境整備事務組合が
発注する入札等に参加を希望する方は、次に
より申請してください。
◎申請区分及び有効年度
◆物品及び建設コンサルタント等（平成28年度）
※中間年の受付となりますので平成27年度受付
期間に申請された方は不要です。
◆建設工事（平成28・29年度）
◎提出要領及び組合指定様式は、組合ホーム
ページからダウンロードできます。
◎受付期間
　平成28年１月15日（金）～２月15日（月）
　（土・日、祝日を除く）
◎提出・問い合わせ先
◆十和田地区環境整備事務組合事務局総務係
　℡ 0176－55－2178　ｈｔｔｐ：／／ｋａｎｓｅｉ６．ｅｃ‐ｎｅｔ．ｊｐ

　冬はストーブによる火災が増加しますが、少し
の注意で防ぐことができます。下記の対策を確認
して、火災を予防しましょう。
●ストーブの周りは常に整理整頓しましょう。
　布団、衣類、雑誌などの可燃物がストーブの近くに置いて
あると、ふとしたはずみで可燃物がストーブに接触し、出火
する恐れがあります。整理整頓を徹底し、燃えや
すいものから十分な距離をとってください。
●定期的に掃除をする。
　ストーブや煙突は、定期的な清掃をしないと不完全燃焼
や異常燃焼を起こし、出火する恐れがあります。
●給油をする際はストーブの火を消す。
　ストーブの火を消さずに給油し、燃料をこぼしてしまうと
出火する恐れがあります。また、ストーブを消して給油をし
た場合でも、こぼれた燃料をそのままにしておくと、引火し
て火災になる恐れがあります。すぐに拭き取りましょう。
●洗濯物をストーブの近くに干さない。
　ストーブの上部や周囲に洗濯物を干すと、気付かないう
ちに洗濯物が落下したり接触したりして、出火する恐れが
あります。

五戸消防署西分遣所　℡　７８－２１１９

指名競争入札等参加資格審査申請書

※詳しくは、青森労働局ホームページからもご覧になれます。
　（http://aomori-roudoukyoku.jsite.whlw.go.jp/）
※お問い合わせは、青森労働局労働基準部賃金室へ。
　TEL 017－734－4114　FAX 017－734－5821
　なお、当局ホームページに、リーフレットの
電子データ（ＰＤＦ形式）及び広報例を掲載して
おりますので、御活用いただければ幸いです。

青森県特定（産業別）最低賃金改正のお知らせ

（参考）

青森県最低賃金 695 10月18日 679

青森県特定（産業別）
最低賃金件名

改正内容 効力発生日 改 正 前

時間額（円）（平成27年）時間額（円）

鉄鋼業 816 12月21日 800
電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業

750 12月21日 735

各種商品小売業 743 12月21日 727

自動車小売業 782 12月21日 766

必ずチェック最低賃金！　使用者も、労働者も

自動車税納税証明書の提示省略について
　平成27年４月１日から、自動車税の納付確認が電子
化され、国の継続検査窓口での継続検査（車検）用の納
税証明書の提示を省略できるようになりました。
　なお、納付情報がシステムに反映されるまで相応の
日数（概ね２週間程度）を要するため、納付後すぐに車
検等を受けられる方は納税証明書が必要となります。
　納税証明書の発行に必要な手続きや各種申請書は
青森県ホームページ又は県税部へのお問い合わせに
よりご確認ください。
三八地域県民局県税部　納税管理課
電　話　0178－27－5111（内線211・327・357）
ＦＡＸ　0178－27－3817
ホームページ【青森県　納税証明書】を検索

新郷村国民健康保険診療所
休診のお知らせ

　年末年始等は、次のとおり運休となりますの
で、御了承願います。
平成27年12月29日（火）～平成28年１月３日（日）
新郷村役場総務課企画グループ　℡ 78－2111

　平成27年12月29日（火）から平成28年１月３日
（日）までの６日間は、年末年始等のため、休診
させていただきますので、御了承願います。

新郷村国保診療所　℡ 78－3111

無料バス・患者輸送バス
運休のお知らせ

十和田地域広域事務組合

○申請区分及び有効年度
①物品の製造請負、売買または役務提供等（平成28・29年度）
②建設工事および測量・建設コンサルタント等（平成28年度）
※②は中間年の受付となりますので、平成27年
受付期間に申請された方は不要です。

○受付期間
　平成28年１月15日～平成28年２月15日（土・日曜日、祝日を除く）
　※郵送の場合は消印が平成28年２月15日までのものを有効とします。
○提出書類
　統一様式又は組合指定様式
※提出要領及び様式は組合ホームページでダウン
ロードできます。ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｔｏｗａｄａ‐ｋｏｕｉｋｉ．ｊｐ／

○問い合わせ・提出先
　十和田地域広域事務組合　総務課
　住所：青森県十和田市大字伝法寺字大窪60番地３
ＴＥＬ：0176－20－8100　ＦＡＸ：0176－20－8115

競争入札参加資格審査申請書の受付について 　村では経済的理由により就学困難な学生の保護
者に対し、奨学金の貸付を行っています。対象と
なる学校や、貸与される金額は次のとおりです。 
◇ 公・私立高等学校・・・月額２万円以内 
◇ 国立高等専門学校・・・月額２万円以内 
◇ 公・私立大学・・・・月額６万円以内 
◇ 公私立短期大学・・・・月額６万円以内 

・奨学金申込書は教育委員会にあります。
　お手数でも教育委員会までお越しください。 
・申込・貸付相談期間は次のとおり。
　平成28年２月１日（月）～平成28年２月29日（月）
問い合わせ・申込先：教育委員会  奨学金貸付係
　　　　　　　　　　℡ 78－2111（内715）

≪奨学生募集のお知らせ≫

しょうぼう情報
◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆

平成28年度　認定こども園・保育所・幼稚園　利用案内

　平成28年度の認定こども園・保育所・幼稚園などの利用に当たり、認定申請、利用
申込みを受付けします。

どこに申請するの？
１号認定

２号認定

３号認定

※詳しくは、役場住民グループにお問い合わせください。℡ 78－2111  内線602

✿平成28年４月からの新規申請・利用申込み受付

受付期間

受付場所 新郷村役場　住民グループ

必要書類

平成28年１月７日(木)～１月20日(水)
※村外の施設を希望する場合は、1月13日(水)までにお越しください。

◎支給認定申請書
◎平成27年度所得課税証明書（平成27年1月1日現在、他の市町村に住所があった方）
◎保育を必要とする事由を証明する書類（就労証明書等）
◎その他（世帯の状況に応じて必要な書類があります）
　※平成28年１月から、申請時に個人番号（マイナンバー）の記載が必要になります。

施設に直接申込み、申請ができます。

役場住民グループへ申請をしてください。

✿３つの認定区分に
応じて利用先が決
まっていきます。

幼稚園・認定こども園で教育を希望される方

「保育の必要な事由」に該当し、保育所・認定
こども園等で保育を希望される方

AOMOR Iの保育所で働こう！
～ あなたの保育士の資格を活かしてみませんか!? ～

★保育所等との個別面談や相談コーナーあり！
★保育の就職に役立つ豊富なセミナーあり！
★参加無料！
★保育所に興味のある方はぜひご来場ください。

お問い合わせは…青森県保育士・保育所支援センター
℡ 017－718－2225　E-mail:hoiku@aosyakyo.or.jp

（平成27年度 保育のお仕事相談フェア）

会　　場 開 催 期 日 開　催　場　所
八戸会場 平成28年１月14日（木） 八戸市　八戸ショッピングセンターラピア　１階　フェスタプラザ

※新制度に移行していない幼稚園の利用には、支給認定は不要です。
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お父さんとお母さんとお兄ちゃ
んとぼくと長い剣で遊んだよ。
ぼくの大好きな剣！！皆、ぼくと
一緒に遊んでくれてありがとう。

福田　　愁くん（もも組）
弟のこはくと一緒に砂場で遊ん
だよ。姉弟仲良くこれからも
遊ぼうね。赤ちゃんが生まれた
らお世話も頑張るよ。

櫻井　雅美さん（もも組）
しょうふく だ みや びさくら い

杉　林　利　音くん
Ｈ26・10・９生
（地区）小坂
（パパ）智樹
（ママ）真由美
パパとママのねがい

いっぱい遊んでいっぱい
食べて大きくなってね。

すぎ ばやし り おと

ガーネット（柘榴石）
̶ 友情・忠実 ̶

1 月
男　1,306人（－２人）
女　1,371人（－１人）
計　2,677人（－３人）
世帯数943世帯（±０世帯）
（平成27年11月末現在）

むつき
January睦 月

人の動き

むらのガイド

平成28年

誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝祭日の場合は曜日変更あり）

２０１６年１月
行　　事　　等 備　　　考日 曜

１ 金 元旦

４ 月
官庁仕事始め
新郷温泉館休館日

５ 火 特定健診
７ 木 特定健診（～８日）
８ 金 資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
10 日 新郷村消防団出初式
11 月 成人の日
12 火 特定健診
13 水 障がい者相談日 総合福祉センター　午前10時～正午

山村開発センター　相談室　午後１時～午後３時

14 木 特定健診（～15日）

15 金
資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日
村小・中学校３学期始業式

18 月 行政相談（村民相談と共催）
19 火 特定健診
21 木 特定健診（～22日）
22 金 資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
23 土 新春の集い
26 火 特定健診
28 木 特定健診（～29日）

乳児、１歳６ヵ月児、２歳児健診
29 金 燃えないごみ収集日

村小・中学校スキー大会

みんなで支える国民年金

日本年金機構

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。
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